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消えるメッセージによる 
義務感を軽減するコミュニケーションツール 

 
 

來迎直裕†1  小笠原直人†1 佐藤究†1 布川博士†1
 

 

メールや LINE，SNS などのコミュニケーションツールでは，送信者の持つ即時返信への期待感や，期待感により受
信者側が感じる返信の義務感があるため気疲れを起こしてしまうことがある．本研究では，送信者の持つ期待感を減

らすことができれば受信者の持つ義務感も減り，相手に対して気を使わないコミュニケーションができるという仮定
を立てた．この仮定のもと，送ったメッセージが一定時間で消えてしまうことにより，受信者の義務感を軽減するコ
ミュニケーションツールを提案する．また，このメッセージが消えるコミュニケーションツールのプロトタイプの実

装と，義務感の減少を評価するための方法について述べる． 

 

The communication tool which reduces the feeling of duty by the 
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In communication tools, such as e-mail, LINE and SNS, since there are a hope for a reply and a feeling of duty of the reply 

which the receiver side feels by a hope the instancy which a sender has, mental fatigue may be caused. In this research, when the 

hope which a sender has could be reduced, the feeling of duty which a receiver has also decreased, and assumption that 

communication does not care could be performed to a partner was formed. When the basis of this assumption and the sent 

message disappear by a definite period of time, the communication tool which reduces a receiver's feeling of duty is proposed. 

Moreover, the method for evaluating mounting of the prototype of the communication tool with which this message disappears, 

and reduction of a feeling of duty is described. 

 

 

1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

通信技術の発達や携帯電話の普及により，遠距離間での

コミュニケーションでは様々なコミュニケーションツール

が利用されている．一般にはメールを用いられることが多

いが，近年では Facebook，mixi 等の SNS や，メールと同様

なコミュニケーションを行える LINE の利用者も増加して

いる．これらのコミュニケーションツールや SNS では，い

つでも自由にメッセージを送信したり，メッセージに対す

る返答をいつでも行うことができるなど，他人と簡単で気

軽なコミュニケーションをとることができる． 

しかし，相手と簡単にコミュニケーションを行うことが

できる反面，コミュニケーションを行うのに疲れてしまい

SNS の利用を放棄してしまう SNS 疲れという社会現象も起

きている．このような現象は SNS だけにはにとどまらず，

メールや LINE などのコミュニケーションツールにおいて

も同じようなことが起こっている．これは日本特有の文化

である，「相手に気を使う」という考え方により発生してし

まう． 

そこで本研究では，上記のように問題となっている，コ

ミュニケーションツールによって起こってしまう気疲れに 
―――――――――――――――― 
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焦点を当て，気疲れが発生する状況の分析，気疲れのしに

くくなる問題解決手法の提案を行い，気疲れのしにくいコ

ミュニケーションツールの実装を行った．そして，被験者

に本コミュニケーションツールを使ってもらい気疲れが起

こっているかの評価を行っていく上での評価方法や，気疲

れの発生の有無に対する判断基準を述べていく． 

 

2. 気疲れ気疲れ気疲れ気疲れ 

気疲れが起こってしまう原因は，送信者側が持つ期待感

と，受信者側がそれによりメール返信の義務感を持ってし

まうことである．メールの送信者は相手に送ったときに，

送り相手からの返信が遅いと不快に思ってしまう割合が高

いことが挙げられる．これにより，メールの送信者は送っ

たメールに対する返信が来ることへの期待感が高いことが

わかる．メール受信者は，メールが送られてくるたびに内

容をチェックし返信をしなければならないという義務感を

持ってしまう．これらの送信者が持つ期待感と受信者が持

つ義務感により，相手に気を使ってしまいその結果気疲れ

が起こってしまう． 

このように期待感と義務感によって携帯メールや SNS の

ようなコミュニケーションツールには，気疲れを起こさせ

る様々な要因がある[1][2]．この要因は数多く挙げられる
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が，本研究では以下の３つを気疲れが起こってしまう要因

となる例として挙げる． 

１つ目に，自分の発言に対して返信がないと不安に感じ

てしまうことが挙げられる．これは，周りの人が自分の発

言に対してあまり関心が無いと発言者は感じてしまったり，

自分の発言は周りが反応しにくいような失言だったのかと

感じてしまい，自分の発言に自信が無くなり不安になって

しまうことである． 

２つ目に，SNS は発言が頻繁に更新されることが多いの

で，更新されるたびにスマートフォンやパソコンを確認し

てしまうことが挙げられる．これは，メールをする頻度の

高い人や Twitter のつぶやき数が多い人がいると，更新が

あるとその人の発言を確認するために何度も何度もスマー

トフォンなどの端末を開き確認してしまうことが挙げられ

る．さらに，友人が頻繁に連絡を取ってくるため，自分一

人の時間を取ることができず自由な時間がなくなってしま

うなど，忙しい状況の場合は自分の行うべきことを制限さ

れてしまうために時間的な余裕が無くなってしまう事もあ

りうる． 

３つ目に，送信者側は送った内容について，受信相手か

ら即時に返信が欲しいという即時応答の期待感を持ち送っ

ているが，すぐに返信が来るとは限らないために生じてし

まう事が挙げられる．携帯電話はメールが受信相手に即時

に送られるため，返信がすぐ来るだろうという即時返信へ

の期待感を持ってしまうからである．しかし，メールの受

信相手はその時の状況によっていつでも返答できるとは限

らない．そのため，相手からの返信が遅いと即時返信への

期待感から不快な感情を抱いてしまう． 

相手とのコミュニケーションをする上で，コミュニケー

ションツールを利用することは便利であり，相手と気軽に

文章でのやり取りを行うことができるが，上記で挙げられ

ているように相手に気を使いすぎてしまうと気疲れを起こ

してしまい，相手とのコミュニケーションを断ってしまう

原因につながる．また，送られてきたメッセージに対する

返信内容に気を使いすぎてしまったり，頻繁なやりとりに

よって相手とのコミュニケーションを行うこと自体に疲れ

てしまうこともある．他にも，SNS のような利用者が多い

ソーシャルなものになると，書き込まれている全てのコメ

ントをチェックして処理することができなくなり，気疲れ

を起こしてしまうことで SNS そのものをやめてしまうとい

う状況が生じてしまう． 

 

3. 気疲れのアンケート調査気疲れのアンケート調査気疲れのアンケート調査気疲れのアンケート調査 

SNS 疲れのように相手に気を使いすぎてしまうことで起

こる気疲れは，実際に様々な既存のコミュニケーションツ

ールでも同様に生じている． 

既存のコミュニケーションツールに関して，気疲れにつ

いてのアンケートが行われているものがある．このアンケ

ートでは，メールの場合だと，メールを送った相手が送っ

た文章の内容に対してメールの受取相手はメールを即時返

信してくれるだろうと考えていることが多く，返信への期

待感を持っている人が多いことが示されている[3]．しかし，

送信者側はメールを送ってもある程度の時間に返信が返っ

てこないことで不安感が生まれてしまい，携帯の画面をた

びたび見て着信の確認を行う人も少なくない．このように，

すぐに返信が来るだろうと送信相手に期待されているため

に相手に返信をしなければならないという義務感から，

嫌々送らなければいけないと思ってしまう状況による不快

感や精神的な疲労が生じることが挙げられる[1]．  

LINE でもメールと同様に，メッセージ送信者は相手が文

章を読んだら即時に返信が来るだろうという期待感を持ち，

メッセージの受信者はその期待感によって返信をしなけれ

ばならないという義務感が生じてしまい気疲れを起こして

しまう[4]．また，相手が文面を読んだかどうかについての

既読表示もされるため，既読表示の影響により読んでしま

ったらすぐ返信しなければいけないという義務感がメール

よりも大きいことが挙げられる． 

SNS も上記のコミュニケーションツールと同様に，送信

者側が持つ期待感や，受信者側が持つ義務感が生じる．こ

れらにより，友人の書く日記や投稿に対し，投稿直後に全

てチェックして，できるだけすばやく返答することが求め

られると感じることがある[2]．そのため，投稿数が多くな

っていった場合，全てを見ようとすると膨大な作業時間が

かかり，身体的にも精神的にも疲労してしまい SNS 疲れに

つながる． 

 

表１．LINE使用者へのアンケート[4] 

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 

30.7% 40.7% 20.9% 7.7% 

 

4. 本研究の目的本研究の目的本研究の目的本研究の目的 

本研究では，気疲れを起こしにくいコミュニケーション

ツールの提案と設計を行い，現状のコミュニケーションツ

ールと比べて通信相手との気疲れしにくいコミュニケーシ

ョンが行えるかの検証を目的としている．本提案での問題

の対象は，上記で挙げられた問題点の内，送信者の持つ期

待感と，受信者の持つ義務感についてである． 

実際に，どのようにして気疲れしにくいコミュニケーシ

ョンツールを実現するかを述べる．送信者の持つ返信への

期待感を少なくすることで，返信が来ることに対する期待

をしすぎなくなれば，受信者は送信者の期待感による返信

しなければいけないという義務感が軽減されるため，相手

に対して気を使うことが無くなり気疲れが起こりにくいと

考える． 
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本研究で対象とするコミュニケーションの領域は，イン

フォーマルなコミュニケーションについてである．理由と

しては，実際のフォーマルなコミュニケーションでは送信

者は相手に必ずメッセージの内容を伝える必要があり，受

信者は必ずこのメッセージを見たことへの確認として返信

しなければならない義務があるからである．また，本研究

の目的としては時間の経過により本文が消えてしまうとい

うことで気疲れが軽減できると考えているため，重要なメ

ッセージであっても消えてしまう可能性がある．そのため，

重要な文章のやり取りを行うフォーマルなコミュニケーシ

ョンには適していない．よって，文章が消えてしまっても

大きな支障をきたすことがない友人間でのコミュニケーシ

ョンによる利用を目的とし，インフォーマルなコミュニケ

ーションを対象とした． 

このような気疲れしにくいコミュニケーションツール

により，相手との気軽なコミュニケーションを行うことが

できると考え，現在使われているコミュニケーションツー

ルよりも気疲れが軽減されると考える．また，本研究にお

ける対象とするコミュニケーション領域を定めて，これら

の状況下において気疲れのしにくいコミュニケーションツ

ールになることを目指す． 

 

5. 関連研究関連研究関連研究関連研究 

1 対 1 による気軽なコミュニケーションに関する研究と

して，非言語で単純な行為により気軽なコミュニケーショ

ンを実現している研究が行われている． 

１つは，Joseph ‘Jofish’ Kaye ら [5]の Virtual 

Intimate Objects(以下，VIO)というものがある．これは

PC のタスクバーに小さな円が表示され，普段は透明だが円

をクリックするともう片方の別な PC に表示されている円

が赤くなるというものである．押すだけの動作で相手と 1

対 1 のコミュニケーションをすることができ，遠距離の相

手に気軽に何らかの気持ちを伝えることができるシステム

である． 

また，鈴木ら[6]の FeelLight では，自分と相手が LED

と物理的なボタンの付いた端末を持ち，ボタンを押すだけ

という簡単な動作により，相手側が持つ端末の LED の色が

赤，黄，緑，青と変化し，１ボタンによる気軽な 1 対 1 の

コミュニケーションを行うコミュニケーションツールとい

うものもある． 

しかし，これらはボタンをクリックするだけという単純

な動作で気軽に 1 対 1 のコミュニケーションを行うことが

できる事がコンセプトであるが，実際利用してもらい利用

後の聞き取り調査で，LED が光ったらボタンを押して返答

しなければならないと感じる人が出てしまい，相手に対し

て気を使ってしまう状況があった． 

これらに対し本研究では，関連研究と同じように 1 対 1

のコミュニケーションを行うことができるコミュニケーシ

ョンツールである．関連研究では，Ⅰボタンは気軽であっ

ても LED が光ったら返さなければいけないと感じる状態は

なくならず，気疲れを起こしてしまうことが挙げられたが，

本研究で実装するコミュニケーションツールでは返信を返

さなければいけないという義務感が少なくなるため，相手

に気を使うことはなく気疲れが起こりにくい．また，関連

研究では LED が光るという情報しか相手に送ることができ

ないため送信する情報量が少ないという欠点があるが，本

研究の目的とするコミュニケーションツールでは通常のメ

ールと同じように文章を送ることができるため，相手に伝

えることのできる情報量が多いことも差別化として挙げら

れる． 

 

6. 気疲れしにくい気疲れしにくい気疲れしにくい気疲れしにくいコミュニケーションツールコミュニケーションツールコミュニケーションツールコミュニケーションツール 

6.1 本提案手法の概要本提案手法の概要本提案手法の概要本提案手法の概要 

気疲れを軽減するための提案手法は，時間の経過により

受信側の本文を消すことである．送信者は相手のメールが

ある一定時間で消えてしまうことを認識しているため，返

信への期待感は少なくなると考えられる．そして，受信者

は送信者がそのような認識であるとわかっているため，メ

ールをすぐ返さなければいけないという義務感が少なくな

ると考えられる． 

上記のような状況を意図的に作り出すことで，送信者が

持つであろう返信に対する期待感が軽減される．そして送

信者の持つ返信への期待感があまりないことがわかってい

る受信者は，返信の義務感が軽減されるため相手に対して

気を使わなくても良いことがわかっており，相手に気を使

ってしまうことがなくなり気疲れを起こしにくい手法にな

ると考えている． 

 

6.2 コミュニケーションツールの利用コミュニケーションツールの利用コミュニケーションツールの利用コミュニケーションツールの利用効果効果効果効果 

本コミュニケーションツールの利用の流れを説明する．

まず，送られてきたメッセージに即時返信できるときは，

一定時間内であればメッセージの本文が消えないので，送

られてきたメッセージに対し返信することができる．その

ため通常のメールと同様に利用することができる．受信者

が忙しい状況でメッセージを見ることができなかったり，

相手にメールの返信を返さない場合は，メッセージは消え

てしまうため送られてきたメッセージに対する返信をする

ことができない．そのため本文が消えてしまうことがわか

っている送信者はメッセージに対する返信への期待感はあ

まり無いといえる．また送信者は返信が来ることにあまり

期待していないため，受信者の感じる義務感も軽減されて

気疲れを起こしにくいといえる． 
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7. 実装実装実装実装 

7.1 プロトタイププロトタイププロトタイププロトタイプ 

本研究の手法を元に，気疲れしにくいコミュニケーショ

ンツールのプロトタイプを作成した．このコミュニケーシ

ョンツールは android アプリケーションとして作成してい

るため，本アプリケーションはアンドロイド端末で動作さ

せることができる．また，本コミュニケーションツールは

メッセージのやり取りをログとして保存するために，サー

バクライアント方式の設計である．そのため，android 端

末から送られてくるメッセージを保持するためのサーバも

作成した．このサーバはサーブレットで作成しており，

Tomcat サーバを利用して運用している．現段階ではメッセ

ージを保持するためにテキストファイルに書き込み，メッ

セージの内容や誰から送られてきたのか，送られてきた時

間などのログを保存している．今後扱う情報量が多くなっ

たりメッセージの保持数が膨大な量になる場合はテキスト

ファイルではなくデータベースによるメッセージの保持を

検討する． 

本アプリケーションの主な機能としては，送信相手にメ

ッセージを送るためのメッセージ送信機能，送信先から来

たメッセージを表示させるメッセージ表示機能，本研究手

法である一定時間後に送った文字が自動的に消える文章消

去機能を持っている．また，サーバーとのデータのやり取

りを行いメッセージの取得をする必要があるため，メッセ

ージの送受信時にサーバとの接続を行う機能を持たせる． 

サーバ側が持つ主な機能としては，クライアントから送

られてきたメッセージをログとして保持する機能．保持し

ているメッセージログをクライアントからのリクエストに

より送信する機能を持たせる． 

 

7.2 予想予想予想予想さささされれれれるるるる気疲気疲気疲気疲れれれれのののの軽減軽減軽減軽減 

本コミュニケーションツールを実際に使っている状態

を想定した利用の流れを説明する．まず，受信者が忙しい

状況で返信が難しいときや，返信しなくてもいいと思った

ときは，図１のような流れとなる．図１では，メッセージ

は消えてしまうため送信者は返信への期待感をあまり持っ

ていないため，受信者の持つ返信をしなければいけないと

いう義務感も軽減されると考える．また図１で，受信者に

は通知が残るので何の用があったのか聞く場合でも，送信

者は返信への期待感が薄く，「相手は忙しくてメッセージが

消えてしまったので本文を見ることができなかったんだな」

と思う程度である．送られてきたメッセージに即時返信で

きるときは図２のように，一定時間内であればメッセージ

の本文が消えないので，送られてきたメッセージに対し返

信でき，通常のメールと同様に利用することができる． 

 

図２．受信者がすぐ返信できないときのフロー 

 

 

図３．受信者がすぐ返信できるときのフロー 

 

8. 評価方法評価方法評価方法評価方法    

8.1 概要概要概要概要    

本提案手法を用いたコミュニケーションツールが気疲

れしにくいコミュニケーションツールであるかどうかを検

証するための評価実験を行う必要がある．検証するに当た

り，本コミュニケーションツールを被験者に一定の期間使

ってもらい，利用してみた感想やアンケートを用いて評価

する．また，本アプリケーションではユーザの利用状況な

どのログを保存するため，アプリの起動回数やメッセージ

の送信回数などの利用状況を数値的に見ることができる．

これらのアンケートと利用状況に関するログにより，本提

案手法を持たせたアプリケーションと他のコミュニケーシ

ョンツールとの比較を行い，気疲れがしにくいコミュニケ

ーションツールであるかを評価していく． 

 

8.2 評価方法の考察評価方法の考察評価方法の考察評価方法の考察    

本研究で実装したメッセージが消えるコミュニケーシ

ョンツールの有用性を検証するための評価方法を考察する．

まず被験者にはこのコミュニケーションツールを一定期間

使ってもらい，メールなどの他のコミュニケーションツー

ルとの違いについて比較を行ってもらう．比較方法として

は，他のコミュニケーションツールとの使い安さの違いや

気疲れが起こりそうかどうかについてのアンケート調査を
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行っていく方法とする． 

このコミュニケーションツールでは，被験者に使用して

もらい，その際にアプリケーションをどれ位の頻度で開い

ているか，どれくらいの頻度で相手にメッセージを送って

いるかなどの操作を行っているのかログを記録する．これ

は被験者がアプリケーションを使用するにあたり，ログの

数値からアプリケーションの利用状態を定量化し，他のコ

ミュニケーションツールとの比較や気疲れの有無を見るこ

とを目的としている．記録するログはとしては，アプリケ

ーションを開いた時間と回数，送られたメッセージを見た

時間，相手にメッセージを送った時間と回数である． 

これらの記録したログから，アプリケーションを開いた

回数が多くなれば相手からの返信が気になっていると予測

でき，気疲れは起きていないと考えられる．また少なくな

れば気疲れを起こしていると予測でき，ユーザはメッセー

ジが来ているにもかかわらず返信する作業をしたくないた

めにアプリケーションを開きたくないのだろうと予測でき

る．相手にメッセージを送った回数のログからは，送る回

数が変わらなかったり増えた場合には気疲れを起こさずに

使えていると予測でき，相手にメッセージを送った回数が

減っていると気疲れを起こしているかもしれない事を予測

できる． 

このように被験者の利用状況を数値化したものから，本

コミュニケーションツールを用いた時の気疲れの状態を予

測できる．そこで，気疲れしている可能性が高い状況を以

下の３つとして定義した．この定義から，利用状況がこれ

らの定義した状態になった場合にコミュニケーションツー

ルの利用者は気疲れしている可能性が高いと仮定する．  

 

1:アプリを確認する回数が多い状態 

2:返信への時間が短い状態 

3:メッセージの内容が文章からメッセージの内容が短文

もしくは返事のみになる 

 

１つめについて，他人からのメッセージに対して即時返

信を求めているため，返信への期待感が多く頻繁にチェッ

クしてしまうと考えられる．しかし，メッセージが来てい

るかを頻繁にチェックすることにより気疲れしてしまい，

気疲れが起こっているとチェックすることを疎かにしてし

まうことが考えられる．アプリケーションを確認する回数

が多い状態とは，30分当たりの短い時間内におけるアプリ

ケーションを開いた回数が 1日のアプリケーションを開い

た回数の平均よりも多い状態で，30分あたりのアプリケー

ションを開いた回数が多いとメッセージの有無が気になっ

ていると考える．アプリケーションが開かれる回数が多い

状態だとユーザーは頻繁にメッセージの有無を確認してい

るため気疲れが起きている状態である． 

 

２つめについて，初めはメッセージが送られてきたら相手

に気を使い即時に返しているが，気疲れを起こしてしまい

返信を行う時間が長くなると考えられる．返信への時間が

短い状態とは，30分あたりの短い時間内におけるメッセー

ジの返信回数が 1日の平均返信回数多い状態であり，30分

あたりの返信回数が多いほど受信してから返信を行う時間

が短くなる．返信への時間が長い状態とは，30分あたりの

短い時間内におけるメールの返信回数が前の 30 分よりも

少ない状態で，1 時間あたりの返信回数が少ないほど受信

してから返信を行う時間が長くなる．しかし，30分あたり

の返信回数が一時的に少なくなっている状態だけでは気疲

れが起こっているのか判断しにくいため，返信回数が少な

くなっていく状態が継続的に起こっている状態を気疲れが

起こっていると考える． 

３つめについて，送られてきたメッセージに対して，内

容のある文章である場合はメッセージのやり取りを続けよ

うとしている意欲がある状態であると考えられえる．しか

し，長い文章であると本文を考えたり打ち込んだりするの

が大変である．そのため，メッセージのやり取りを続けた

くなかったり，早く切り上げたいと感じる時には，短文の

ようにあまり時間のかからない返信になると考える． 

これらの 3点に当てはまるログの状態は気疲れが起こっ

ている可能性が高いと考えられ，被験者への評価アンケー

トと照らし合わせることで他のコミュニケーションツール

との気疲れの有無に関する比較の裏付けにもなると考える． 

 

9. まとめまとめまとめまとめ 

コミュニケーションツールを利用する際に気疲れして

しまうという問題点を解決するため，期待感を軽減するコ

ミュニケーションツールの実装と，本提案により気疲れが

軽減できているかを検討するための評価方法についての考

察を行った．本提案手法により，コミュニケーションを行

う上での気疲れの発生を軽減できると考える． 

本文献では実装したプロトタイプによる評価を行って

いないので，気疲れが軽減されているか判断することはで

きていない．  

今後の課題としては，実装した気疲れを軽減するコミュ

ニケーションツールのプロトタイプを数人の被験者に実際

に使用してもらい，評価実験を行っていく必要がある．そ

して評価実験の結果より，他のコミュニケーションツール

との有用性を検証していこうと考えている． 
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